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受付エラー連絡票 

 

 

 

受付エラー連絡票の見方と再請求手順 

 

 
 

 

 

 

 

作 成 日 2016 年 7 月 21 日 

最 終 更 新 日 2016 年 7 月 21 日 

機 種 ｆｉｎｅシリーズ 
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受付エラー連絡票について 

 

レセプト提出後に、「受付エラー連絡票」が届いた時はエラーコードを確認し、再提出が 

必要なエラーは修正後、提出しなおして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このコードで再請求が必要かどうかを 

判断します。１０００番台と２０００番台は再請求が

必要になるので、エラー内容を訂正後請求漏れにて再

請求してください。 

（コードの種類に関しては ３ページ参照 ） 

 

エラーの詳細が記載されています。 

レコード識別情報はエラーが出ている場所を

示しています。 

（詳しくは ４ページ参照 ） 
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エラーメッセージのコードの種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０００番台のエラーが一番多いです。 

よくあるエラーの直し方は６ページ以降を参照してください 
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レコード識別情報の⾒⽅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※レコード識別情報の〔 〕に入っているアルファベットでどこが 

エラーになっているかを判断します。 

 

例）だと〔 〕内はＨＯのため、保険者番号、被保険者記号、被保険者番号などの 

入力桁数を確認してください。 

 

 

 

 

例） 

当該項目の桁数が不足しています。 

レコード識別情報〔ＨＯ〕 

レセプト内レコード番号〔０００３〕 レコード内項目位置〔００２〕 
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レコード識別情報で⽰している項目 

 

 

【ＩＲ】・・・・医療機関コード、請求年月、電話番号 等 

   【ＲＥ】・・・・診療年月、名前、男女区分、生年月日、給付割合、診療開始日、 

転帰、特記事項 等 

   【ＨＯ】・・・・保険者番号、被保険者記号、被保険者番号、実日数、合計点数 

   【ＫＯ】・・・・公費負担者番号、公費受給者番号 

   【ＨＳ】・・・・傷病名 

   【ＳＳ】・・・・歯科の診療 

   【ＳＩ】・・・・医科の診療 

   【ＩＹ】・・・・医薬品 

   【ＴＯ】・・・・特定機材 

   【ＣＯ】・・・・摘要など 
 

 

 

レセプト内レコード番号、レコード内項目位置について 

 

どのあたりの位置でエラーになっているかを示しています。（下記参照） 

      

・例）レセプト内レコード番号〔０００３〕 レコード内項目位置〔００２〕 

     →医療機関情報レコードＩＲから数えて、エラーが３行目のレコードに存在し、 

      そのレコード内の先頭から数えて２番目の項目にエラーがあることを示して 

います。 
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よくあるエラーの直し⽅ 

 

２１７０  公費受給者番号が記録されていません。 

      レセプト種別［ＸＸＸＸ］ 

      公費負担者番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］ 

      公費受給者番号［ＸＸＸＸＸＸＸ］ 

      レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］ レコード内項目位置［ＸＸＸ］ 

 

公費負担者番号が記載されていない時に出るエラーです。 

患者情報の公費負担者番号、公費受給者番号を確認し入力してください。 

 

例）公費併用の子供医療や一人親、障害者などの番号が入っていない。 

生保の番号が正しく入っていない等 

 

 

 

２５３９  次の項目に、記録可能な文字数を超えるデータが記録されています。 

      レコード識別情報［ＸＸ］ 

      レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］ レコード内項目位置［ＸＸＸ］ 

 

レコード識別情報で指定された場所に、記録可能な文字数を超えるデータが 

記録されている場合に出るエラーです。 

入力画面を確認し、指定された場所に長い文字が記載されている可能性が高いため 

修正してください。 

 

 

 

２５４３  次の項目の記録モードが誤っています。 

      レコード識別情報［ＸＸ］ 

      レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］ レコード内項目位置［ＸＸＸ］ 

   

レセプト識別情報で指定された場所に記録されている項目が間違えています。 

窓口入力画面で指定された場所を確認し、入力が誤っていないかどうかを 

確認してください。 
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例）特記事項に数字以外の文字が記載されている等 

 

 

２５４４   次の項目に使用できない文字が記録されています。 

       レコード識別情報［ＸＸ］ 

       レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］ レコード内項目位置［ＸＸＸ］ 

  

 

指定された場所に使用することができない文字が記録されています。 

窓口入力画面で該当する場所を確認し、入れなおしてください。 

 

 

２５５３   当該項目の桁数が不足しています。 

       レコード識別情報［ＸＸ］ 

       レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］ レコード内項目位置［ＸＸＸ］ 

 

指定された場所に記載されている項目の桁数が違います。 

正しい桁数で入力してください 

 

例）被保険者番号が間違えて入力されている等 

 

 

２５５４   傷病名部位レコードが記録されていません 

 

傷病名が１つも入っていません。 

窓口業務を起動し該当月に変更後、傷病名を入力してください 

 

      

２７５０   入院外レセプトの診療開始日の記録が誤っています。 

       診療開始日［ＸＸＸＸＸＸＸ］ 

       レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］ レコード内項目位置［ＸＸＸ］ 

     

 

診療開始日の入力が間違えています。 

正しい診療開始日を患者情報の初診算定日に記載してください。 
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４８９２   医療機関名称が審査支払機関に登録されている医療機関名称と異なっているため、 

審査支払機関に登録された医療機関名称に置き換えて受付けました。 

       医療機関名称［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸクリニック］ 

 

 

再請求は必要ありません。 

マスタメンテナンスの中の医院環境設定で電算用医療機関名称を訂正してください。 

※スペース等が入ってしまっていてもこのエラーが出ます。スペースも入れないでください。 
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再請求の仕⽅ 

受付エラー連絡票のエラーを直したら、下記操作で当月分のＣＤに含め、再請求します 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              

以上 


